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新型インフルエンザ確定症例のEpidemiologic Curve

patient1patient2

③CDC conducts first 
press briefing

⑤WHO raises global pandemic alert to phase 3

⑦WHO raises global pandemic alert to phase 4

⑧WHO raises global pandemic alert to phase 5

④WHO declares public health 
emergency of international concern

実際には３月の終わりから
散発例がみられていた
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フェーズって何ですか？



3月28日、カリフォルニア、Imperial countyで9歳女児が発熱、咳をした。
2日後、外来にいって、インフルエンザサーベイランス計画にこの子は参

加することになった。鼻咽頭検体がここで採取された。アモキシシリン・ク
ラブラン酸で治療され、そのまま回復した。兄といとこも以前に同様の症
状があった。（4月17日診断確定）

3月30日、カリフォルニア、San Diego Countyで、10歳男児が発症。発熱、
咳、嘔吐があり、4月1日に受診して治療を受けた。1週間で回復した。母
親は発熱はなく、咳が数日あった。8歳の弟は2週間前に呼吸器症状が

あった。鼻咽頭検体から診断検査の臨床試験のために検体は用いられた。
外部のラボで、人H1とH3陰性のA型インフルエンザとRT-PCRで同定され
た（4月15日診断確定）



4月30日

国内では疑い例が報告

2009年4月30日 WHOが警戒態勢を
フェーズ4から5へ引き上げ





5月29日



Source: Virus Watch, PathWest, Week ending 12 July 2009

Seasonal Influenza situation: Western Australia

Influenza requests and positives by type and week, 2009



Source: Influenza weekly update 2009/33

New Zealand における現状

Typing from positive specimens collected from sentinel surveillance 
by week, 2009

南半球にも拡大している



41年ぶりとなるパンデミックインフルエンザ
2009年6月11日

WHOによるパンデミック宣言





8月13日



地域名 確定例 死亡例

WHOアフリカ地域 （AFRO） 1469 3

WHOアメリカ地域 （AMRO） 105,882 1,579

WHO東地中海地域 （EMRO） 2,532 8

WHOヨーロッパ地域 （EURO） >32,000 53

WHO東南アジア地域 （SEARO） 13,172 106

WHO西太平洋地域 （WPRO） 27,111 50
総計 >182,166 1,799

WHO発表の症例数（累計）
13 Aug 2009 



厚生労働省HP「新型インフルエンザ対策関連情報」より



日本国内の発生動向



新型インフルエンザ発生後の経過
4月25日：WHO「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」

4月26日：日本：首相官邸危機管理室にて緊急参集チーム会合

（内閣総理大臣指示）

4月27日：「インフルエンザ対策関係閣僚会議」開催

4月28日：WHO Phase 4 宣言；新型インフルエンザ宣言

「インフルエンザ対策本部」設置

→ 第一段階「海外発生期」の措置

5月 1日：WHO Phase 5 宣言

5月16日：日本：神戸で国内初の感染事例

「国内発生期」に移行 Phase 5B
5月20日：日本：東京、神奈川、滋賀で初の感染事例

5月21日：全世界41カ国10,243例以上、死亡例 80例
6月11日：WHO Phase 6宣言（パンデミック宣言）

7月24日：日本：47都道府県4,986例を確認

8月15日：日本：国内初の死亡例を確認



世界の状況：WHO phase 6

日本の状況：第二段階（国内発生早期）

クラスターサーベイランス

（集団感染の発生件数等）

現在のWHO phase／日本での発生段階

厚生労働省HP「新型インフルエンザ対策関連情報」 8月30日現在
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Influenza A (H1N1)感染症

60%

小児に多くみられる 発熱・咳嗽・咽頭痛が多い

新型インフルエンザが確定した642例の患者背景



新型ウイルスの病原性解析

平成21年7月13日 科学技術振興機構報 第652号



Science 5 May 2009; accepted 11 May 2009

･死亡率：0.4% 
(range 0.3-1.5%)

･attack rate
15歳未満：61%
15歳以上：29%

･R0 :1.4-1.6

cf. 1918、1957、1968年の
パンデミックのR0：1.4～2.0

Influenza A (H1N1)感染症

La Gloria (Mexico)

R0=基本感染拡大率



Influenza A (H1N1)感染症: 神戸

（国立感染症研究所感染症情報センター）

入院49例の臨床病態解析



入院時適応および経過
患者の大半は入院を要する臨床状況ではなかった
大半は直ぐに退院、自宅での健康観察
季節性インフルエンザと臨床像が類似し、全例を入院させる
必要はないと考えられた

入院が必要と考えられた症例
24歳 女性 2009年4月以降の渡航歴なし
窓口業務で多くの市民と接していた
5月15日より頻回の下痢、5月16日夕方より38℃の発熱出現
咳（－）、咽頭痛（－）、頭痛（＋）、下腹部痛（＋＋）、関節痛（＋）
咽頭軽度発赤、下腹部圧痛（＋）
WBC 5100/mm3、血小板17.0×104/ul, CRP 9.2mg/dl

鼻汁、咽頭ぬぐい液での迅速検査A(-) B(-),RT-PCR (+)
タミフル、ブスコパン処方、輸液

Influenza A (H1N1)感染症: 神戸



Influenza A (H1N1)感染症:大阪

（国立感染症研究所感染症情報センター）

学校におけるクラスター事例の臨床病態解析



EUROSURVEILLANCE  Vol. 14 · Issue 22 · 4 June 2009

Influenza A (H1N1): 英国の現状

5/31/2009まで(n=238)

感染経路としては、学校が多くみられ
医療関連感染は少ない



＜新型インフル＞ブラジルの死者、世界最多５５７人に
8月27日19時29分配信 毎日新聞

【メキシコ市・庭田学】ＡＰ通信などによると、ブラジル保健省
は２６日、同国の新型インフルエンザによる死者が２２日現在
で５５７人になったと発表した。確認されている統計では、米国
の５２２人（２０日現在）を上回り世界最悪になった。死者の１
割以上にあたる５８人が妊婦だった。ブラジル保健省は、人口
比でみると同国の死亡率は世界で７番目だとしている。

冬季の南米ではアルゼンチンが４３９人（２１日現在）、チリで
は１２８人（１５日現在）の死亡が確認されている。４月に感染
が最初に拡大したメキシコでは２５日現在、２万８６０人の感染
が確認され、うち１７９人が死亡している。

Influenza A (H1N1): ブラジルの現状
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潜伏期は約1-4日間

潜伏期はまだわかっていないが、1-4日間

の可能性が高い。

中央値：1.4日 WHO Weekly Epidemiological Record 
21 August 2009, vol. 84, 34 (pp 341–348)



若年者の感染例が多く、高齢者は少ない

高齢者が少ない理由；現時点では、明確な理由は

わかっていない

高齢者は若年者に比べ、これまでの感染による感染

防御免疫のメモリーの蓄積があるためか

１９１８年のスペインかぜから１９５６年までH1N1が

流行したが、これらのウイルスによる免疫が高齢者

の感染防御免疫に働いている可能性がある



スペインかぜ：1-2％
アジアかぜ：0.5％

（英国で0.1-0.3%、日本では0.09-0.12%）

季節性インフルエンザ：0.05-0.1％

死亡率は、全体的にはスペインかぜほどではなく、アジア
かぜ程度（中等度）と考えられる。

現段階の臨床病態解析では、健康者にとっては季節性の
インフルエンザ罹患時と同程度。

病原性は低くはない
症例死亡率

新型インフルエンザ：0.5％程度

7月 6日時点では 429/94,512： 0.45％
(WHO 6 July 2009 Pandemic (H1N1) 2009 - update 58)

7月27日時点では 816/134,503：0.6１％
(WHO 27 July 2009 Pandemic (H1N1) 2009 - update 59)



R０ ＝1.2-1.8
（季節性インフルエンザは1.3、1-3の報告）

フランスのグループはR０ 2-3と報告

現実的には、流行期のRoの判断は困難。米国での感染

例急増の現状からは季節性インフルエンザよりも感染性
はやや高いのではないかと判断される。CDCでは感染者
の家族の Secondary Attack Rateが高いことを重視。
今後、数十万、数百万規模になることも憂慮される。

感染率は通常のインフルエンザより高い

cf.その他の伝染性疾患のR０

麻疹 9-16、水痘 7-11、百日咳 10-18、ジフテリア 6.1 天然痘 3-6



タミフル、リレンザは効果がある

感受性

N Engl J Med 2009;360(25):2605-15



基礎疾患を有する症例や妊婦では
重症例・死亡例がみられる

重症化の要因：これまで重症化し死亡しているのは、

１．基礎疾患を持つ子供
２．基礎疾患をもつ成人（糖尿病、循環器呼吸器

慢性疾患、自己免疫疾患など）
３．妊婦
４．健康な若い人

特に４については今後のさらなる解析が必要。
ウイルス性肺炎による急激な悪化の可能性も。



あらゆるところで感染が確認されている

把瑠都も新型インフルエンザに感染か
- 大相撲ニュース
［2009年8月22日9時10分 紙面から］

http://www.nikkansports.com/general/influenza/photonews_nsInc_f-bb-tp3-20090821-533645.html
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爆発的に感染拡大が起こる可能性



重症例・死亡例の増加

重 症 例 死 亡 例



重症化する例がみられる

基礎疾患のある症例（糖尿病、循環器呼吸器
慢性疾患、自己免疫疾患など）や妊婦では

重症例・死亡例がみられる

１．基礎疾患を持つ子供
２．基礎疾患をもつ成人（20-50代）
３．妊婦
４．健康な比較的若い人

特に４については今後のさらなる解析が必要。
ウイルス性肺炎による急激な悪化の可能性も。

重症化の要因：これまで重症化し死亡しているのは、



ウイルスの変異への留意
（伝播性、病原性など）

ATS 2009 Late Breaker Session 
on Influenza A(H1N1)

重症呼吸不全例



死亡例について‐1

2．70代男性（神戸）

既往歴：肺気腫、糖尿病、高血圧、慢性腎不全（透析）
8月16日、38℃の発熱、呼吸器症状を自覚。17日、医療機関を
受診し、簡易検査の結果はA型陰性。 PCRにて新型インフルエ
ンザ確定されたが、18日死亡。

１．50代男性（沖縄）

既往歴：心筋梗塞、慢性腎不全（透析）
8月9日に呼吸器症状、10日に37℃の発熱を自覚。17日、HD
時、簡易検査の結果はA型陰性。12日透析中に39℃まで上昇。
簡易検査でA型陽性。透析後、抗インフルエンザ薬投与。15日
CHFで死亡。PCRにて新型インフルエンザ確定。



死亡例について‐2

４．70代女性（名古屋）

既往歴：特記すべきものはないが衰弱あり
8月24日、38.5℃の発熱、25日には40.4℃となり受診。簡易検
査でA型陽性。呼吸不全で同日死亡。

５．30代男性（長野）

既往歴：拡張型心筋症、慢性心不全、糖尿病
8月23日、37.9℃の発熱で受診。25日に入院。簡易検査でA型
2回陰性。26日PCRで新型インフルエンザ陽性と確認され、抗
インフルエンザ薬処方。呼吸不全で27日死亡。

３．80代女性（名古屋）

既往歴：多発性骨髄腫、心不全
8月13日、39.5℃の発熱で救急外来を受診し、入院。17日に簡
易検査でA型陽性。18日にPCRで新型インフルエンザ陽性と確
認されたが、19日死亡。



死亡例について‐3

７．30代女性（神戸）

既往歴：てんかん
8月27日に39℃の発熱、咳嗽、倦怠感などの症状を訴え、近く

の診療所を受診。Ａ型インフルエンザと診断されて抗インフルエ
ンザ薬を処方され、自宅療養していたが、29日死亡確認。
29日に新型インフルエンザに感染していたことを確認した。

６．60代男性（鹿児島）

既往歴：消化器悪性腫瘍、肺転移
8月27日に38度の発熱と咳嗽などの症状が出現。28日に嘔気
や呼吸困難などの症状を訴えて入院。PCRで新型インフルエン
ザ陽性と確認され、抗インフルエンザ薬処方。呼吸不全で死亡。



すでに感染はコミュニティに広がっている
パンデミック：世界的流行期に突入している
いつでもどこでも感染が起こりえる

まとめ

感染例が爆発的に増加する可能性がある
すべての年齢層で感染が拡大している

重症例が増加する可能性がある
基礎疾患を有する患者への感染防止の徹底
早期から抗ウイルス薬投与
合併症（細菌性肺炎）の治療も含めた抗菌薬早期投与の考慮

第二波の発生に備えた医療体制の整備
外来診療体制、入院体制、役割分担、職員感染防止 など

タミフル、リレンザが有効である
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